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使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

授業を展開するにあたって使用した ICT
機器は，教師用PC（Windows）， 指導者用
デジタル教科書（啓林館 いきいき せいかつ
下），電子黒板である。また，児童用とし
て Chromebook，学習者用デジタル教科書
である。本校では，２０２１年度より校内
研修の研究主題を『自ら進んで学び合う子
どもの育成～１人１台のタブレット端末の
効果的な活用を目指して～』としている。
GIGA スクール構想も踏まえ，１人１台タ
ブレット端末（Chromebook）を効果的に
活用していくことで児童の学習意欲の向上
を図り，個別最適な学びを実現していくこ
とがそのほかの課題解決にもつながり，自
ら進んで学び合う児童が育つと考えてい
る。１年目の２０２１年度はまず「慣れる」

期間として，どんな使い方ができるのか生
活科をはじめとする様々な教科で活用し，
基礎的・基本的な力を身に付けていけるよ
うにしている。また，本学級にのみ電子黒
板が設置され，電子黒板の操作，利用方法
について研修を受け，電子黒板と指導者用
デジタル教科書を組み合わせた効果的な授
業の展開を工夫してきた。児童１人１台端
末と学習者用デジタル教科書の整備をきっ
かけに，より有効な活用ができないかと考
え，試行錯誤しながら現在に至っている。
様々な教科等で Chromebook を活用してい
るので，児童はデジタル教科書の操作などに
は少しずつ慣れてきて上達している。しかし
児童それぞれ個人差があり，操作が十分にで
きない子もいる。

指導者

学習者

デジタル教材 指導者用デジタル教科書（教材）

使 用 端 末 Windows，Chrome OS

そ の 他 機 器 電子黒板

デジタル教材 学習者用デジタル教科書

使 用 端 末 1人1台使用（Chrome OS）

そ の 他 機 器

ひとこと

子どもの『わかった！』
の笑顔が大好きです。



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 ■指導者用デジタル教科書 p.43 のアイコンからメ
ニューを開き，NHK for School「ものすごい図鑑」
を提示する。

■今日の学習の流れについて知る。

学習のめあてを確認し，操作の手順
を確認する。

ペアで操作方法を見合う。

展  開 ■学習者用デジタル教科書から「ものすごい図鑑」を
開き，個人で操作して詳しく調べたい昆虫を選ぶ。

操作が上手な子をほめ，隣や周りも
同じように操作できているか声を
かける。

困っている子が多い場合は，全体で
操作のしかたをもう一度確認する。

たくさんの特徴（画面内に緑の丸
印が現れる）を見つけるように声を
かける。

授業の展開　　  いきいき せいかつ下　教科書 p.４２ 〜４３   １時間目／２時間中

指導者用デジタル教科書
電子黒板

▶

学習者用デジタル教科書

▶

▶
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機器・教材



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

■選んだ昆虫の特徴について，調べる。

■それぞれが自分の端末を使い，詳しく調べる。

見つけた特徴を隣や周りの友達と
共有する。

「すごい」「初めて知った」部分を
ワークシートに書くように促す。

特徴を拡大して見るように，文章だ
けでなく，見た目の特徴に注目する
ように声をかける。

まとめ ■調べたことや昆虫の絵をワークシートにまとめる。

書いたワークシートを隣どうしで
見せ合う。

友達のワークシートのよいところ
を見つけられるように声をかける。

電子黒板

▶

指導者用デジタル教科書

▶

▶

▶

機器・教材



  まとめ

  児童の反応， 実践の手ごたえ

・導入の段階で，大きな画面に映し全員で確
認しながら，課題意識をもたせることがで
きた。

・デジタル教科書を活用することで，児童の
興味・関心が高まり，授業への参加意識が
高くなった。

・昆虫の特徴を見ていくとバッジがもらえ，
ポイントがもらえたと喜んで色々な特徴を
探していた。

・沖縄では，なかなか見られない生き物につ
いても知ることができた。

・次年度に理科で学習する「昆虫の体」に少
し繋げることができた。

・これまでは図鑑や本を数名で共有して調べ
ていたが，1 人 1 台端末になり自分が調べ
たい昆虫についてそれぞれが自分で操作す
ることによって，自分のペースで調べるこ
とができた。

・学習者用デジタル教科書を自分の端末で使
えることにより，より詳しく色や形を拡大
してしっかり観察することができるので，
細かいところまで確認することができ，絵
を描くのもスムーズになった。

２０２１年度は，コロナウイルス感染症拡大
のため休校やオンライン授業などがあり，う
まくいかないことも多かった。もう少し時間
的な余裕があれば，昆虫の特徴を全て見つ
けてその中で児童自身が一番すごいと思った
ことなどを他の児童と共有する場面も作って
あげたかった。ICT は，児童の興味・関心を
引き理解を深めることができると感じた。ま

た，他教科と関連付けて学習を行うことで学
習の広がりを持たせることができると考える。
しかし，ICT ありきで授業を構築するのでは
なく，あくまでもツールの一部として位置づ
けデジタルとアナログのより良いバランスを
探っていき，より質の高い授業につなげてい
きたい。




